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【 目 的 】  

 当 協 会 に お い て 作 業 環 境 測 定 を 実 施 し て い

る Ａ メ ッ キ 工 場 の ク ロ ム 酸 濃 度 の 測 定 結 果

は 、 常 に 第 ２ ～ ３ 管 理 区 分 と い う 評 価 で あ っ

た 。 こ れ は 作 業 環 境 を 改 善 す る 必 要 が あ る こ

と を 意 味 し て い る と 考 え 、 改 善 計 画 を 立 て る

た め に 詳 細 な 原 因 調 査 を 行 っ た の で 、 事 例 と

し て 報 告 す る 。  

 

【 調 査 方 法 】  

 調 査 は 、 メ ッ キ 槽 上 部 、 地 下 ピ ッ ト 内 ク ロ

ム 液 循 環 槽 等 に つ い て 、 以 下 の 測 定 時 間 、 測

定 位 置 で 実 施 し た 。  

(1) 就 業 前 の 測 定 （ 測 定 点  ３ 点 ）  



(2) 就 業 中 の 測 定 （ 測 定 点 １ ２ 点 ）  

(3) 発 生 源 の 測 定 （ 測 定 点  ７ 点 ）  

 ま た 、 測 定 方 法 は 、 作 業 環 境 測 定 ガ イ ド ブ

ッ ク に 示 さ れ て い る 、 液 体 捕 集 ― 吸 光 光 度 法

で 行 っ た 。  

 

【 結 果 】  

(1) 就 業 前 の 測 定 で は 、 す べ て の 測 定 点 で 定 量  

下 限 値 以 下 の ク ロ ム 酸 濃 度 を 示 し て い た 。  

(2) 就 業 中 の 測 定 で は 、 す べ て の 測 定 点 で ク ロ  

ム 酸 が 検 出 さ れ た 。  

(3) 発 生 源 と し て 、 メ ッ キ 槽 上 部 の 測 定 で は 、  

す べ て の 測 定 点 で ク ロ ム 酸 が 検 出 さ れ 、 ク  

ロ ム 液 循 環 槽 の 測 定 で は 、 管 理 濃 度 (0.05mg/m3)  

の 約 ４ 倍 の ク ロ ム 酸 が 検 出 さ れ た 。  

 

【 考 察 】  

 就 業 中 、 発 生 源 の 測 定 結 果 で は 、 す べ て の

測 定 点 で ク ロ ム 酸 が 検 出 さ れ 、 特 に 地 下 ピ ッ

ト 内 の ク ロ ム 液 循 環 槽 か ら の 発 生 が 最 も 多 い



こ と が わ か っ た 。  

 ク ロ ム 液 循 環 槽 は 、 作 業 時 の ク ロ ム 液 量 を

確 認 す る た め に 、 フ タ が 常 時 開 放 の 状 態 で 使

用 さ れ て い た 。  

 こ の こ と か ら 、 ク ロ ム 液 循 環 槽 か ら 発 生 し

た ク ロ ム 酸 ミ ス ト が 地 下 ピ ッ ト 内 に 滞 留 し 、

気 流 の 影 響 に よ り 上 部 の ク ロ ム メ ッ キ 作 業 場

へ 移 動 し て い る こ と が 予 測 さ れ た 。  

 

【 ま と め 】  

 ク ロ ム 液 循 環 槽 が 地 下 ピ ッ ト 内 に あ る こ と

か ら 、 改 善 対 策 と し て 、 上 部 か ら 開 閉 で き る

柄 付 き の フ タ を 設 置 し 、 発 生 源 を 抑 え る こ と

と し た 。  

 そ の 結 果 、 作 業 環 境 測 定 の 評 価 は 、 良 好 で

あ る と す る 第 １ 管 理 区 分 に ま で 改 善 さ れ た 。  

 現 在 で は 、 地 下 ピ ッ ト 内 に 排 気 ダ ク ト を 設

置 し 、 地 下 ピ ッ ト 内 部 の 排 気 も 行 う こ と に よ

り 、 良 好 な 作 業 環 境 が 維 持 さ れ て い る 。  


